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に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

ヒ
ガ
シ
ア
ラ
タ
-
-
東
荒
谷
能
美
郡
白
山
下
の

荒
谷
は
明
治
に
歪
っ
て
東
荒
谷
と
殴
稽
せ
ら
れ
た
。

ヒ
ガ
シ
ア
ヲ
ヤ
東
荒
屋
調
北
郡
井
上
庄
の
荒

屋
三
邑
の
う
ち
竹
橋
附
廷
の
も
の
は
、
明
治
に
去
っ

て
東
荒
屋
と
改
縛
し
た
。

ヒ
ガ
シ
イ
チ
ノ
セ
東
市
瀬
河
北
郡
湯
稿
郷
に

鴎
す
る
部
務
。

ヒ
ガ
シ
イ
ハ
セ
ダ
イ
カ
ン
墓
石
瀬
代
官
初
め

越
中
新
川
郡
草
島
に
加
賀
務
の
牧
納
識
が
あ
っ
て
、

御
訪
米
奉
行
が
支
日
比
し
た
の
を
、
寛
文
十
一
年
東
岩

瀬
に
移
し
て
東
岩
瀬
御
代
官
と
縛
す
る
こ
と
に
し

た
。
蛍
職
の
初
は
知
れ
ぬ
が
、
寺
西
馬
左
衛
門
・
溜

太
左
衛
門
等
の
名
が
あ
り
、
寛
文
元
年
水
上
小
兵
衛
、

延
賀
七
年
九
里
卒
之
丞
が
命
ぜ
ら
れ
て
ご
人
役
と
な

っ
た
が
、
正
徳
ご
年
五
周
毛
利
儀
兵
衛
の
命
ぜ
ら
れ

て
か
ら
は
一
人
役
と
な
っ
た
。

ヒ
ガ
シ
イ
ン
ナ
イ
東
印
内
臨
京
都
南
志
見
郷

に
鴎
す
る
部
落
。
村
名
由
来
替
に
、
西
光
寺
の
院
内

に
起
っ
た
故
に
、
東
院
内
と
も
東
印
内
と
も
聾
い
た

が
、
明
路
・
寛
文
の
村
御
印
に
は
東
印
内
と
あ
る
と

記
す
る
。

ヒ
ガ
シ
オ
ホ
タ
東
京
国
羽
咋
郡
太
田
富
永
保

に
回
す
る
部
務
太
聞
は
、
加
賀
務
領
と
土
方
領
と
の

混
じ
た
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
至
。
東
太
田
・
太

田
に
分
か
ち
1

次
に
東
太
田
・
商
太
田
と
L
、
更
に

一
の
太
田
に
合
併
し
た
。

ヒ
ガ
シ
オ
ホ
ノ
東
大
野

、
字
。

能
美
郡
大
野
の
内
の

め

た

。

を

艇

と

し

た

。

時

に

新

政

草

創

に

麗

し

、

藷

務

局

習

う

ヒ
ガ
シ
オ
ン
キ
ヨ
タ
タ
東
御
居
宅
前

m持
敬
一
て
人
才
を
求
め
た
の
で
、
金
・
棒
務
は
十
ご
周
鍵
卒
を

が
居
る
所
の
本
郷
邸
内
の
居
館
を
東
御
鴎
宅
と
稽
し
一
招
い
て
そ
の
感
事
を
管
せ
し
め
た
が
、
後
僻
し
て
再

た
。
後
陵
胸
中
の
天
保
十
ご
年
以
降
腐
る
腕
も
亦
東
御
一
び
柴
山
に
蹄
り
、
十
ご
年
一
周
廿
七
日
六
十
七
歳
を

腐

宅

と

い

号

た

。

一

以

て

捜

し

た

。

著

す

所

長

統

録

・

君

鍛

・

動

態

文

・

塑

ヒ
ガ
シ
カ
ガ
ツ
メ
東
蚊
ヶ
瓜
河
北
部
鞍
周
庄
一
城
談
異
・
芝
山
越
稿
・
捜
岳
詩
草
等
が
あ
る
。

に
臨
す
る
部
w
m
o
も
と
東
加
賀
爪
と
醤
し
、
浅
野
川
一
ヒ
ガ
シ
カ
タ
セ
ン
東
方
潜
大
型
寺
務
士
。
屯

を
隠
て
石
川
郡
西
加
賀
爪
が
あ
っ
た
が
、
元
総
十
誠
一
の
子
。
初
鵡
陶
則
又
は
明
。
逝
稽
宇
左
衛
門
。
字
は

年
十
ご
用
ご
日
東
西
共
に
蚊
ヶ
爪
と
書
す
る
こ
と
に
一
叔
施
。
諒
鷲
・
議
軒
・
東
城
・
唖
家
老
人
・
偏
枯
等
の
践

し
た
。
鈎
陪
記
に
、
東
蚊
ヶ
爪
に
巾
比
高
木
Z.郎
と
一
が
あ
る
。
文
化
九
年
家
を
織
ぎ
、
機
百
二
十
石
や
・
受

い
ふ
郷
士
が
あ
っ
て
、
近
邑
を
抑
領
し
た
と
あ
る
。
一
け
、
頭
分
に
斑
し
、
安
政
=
一
年
致
仕
、
文
久
元
年
九

ヒ
ガ
シ
カ
タ
シ
ン
ペ
イ
東
方
鑓
卒
大
理
寺
務
一
周
十
一
日
七
十
況
畿
で
夜
し
た
。
潜
、
詩
を
大
窪
詩

士
。
稽
の
子
。
訴
は
隊
、
宇
は
突
得
。
泡
群
元
吉
、
一
仰
に
質
し
、
替
を
市
洞
米
踏
に
感
ん
で
共
に
之
を
能

後
員
卒
。
芝
山
・
箆
岳
・
芝
湖
・
況
穆
と
鋭
し
、
除
百
一
く
し
た
0

・

二
十
有
を
受
け
た
。
突
資
議
遇
、
十
八
歳
に
し
て
経
一
ヒ
ガ
シ
カ
タ
ト
ン
東
方
屯
大
型
寺
務
士
。
鵠

世
を
志
し
、
都
曾
に
出
で
笛
悦
の
英
俊
を
師
友
と
し
一
は
尚
賢
、
又
は
望
。
逝
稽
字
左
衛
門
。
字
は
瀦
卿
。

ょ
う
と
し
た
が
、
そ
の
父
母
務
の
法
を
侮
っ
て
許
さ
一
組
山
と
脱
し
た
。
宋
地
百
二
十
.
石
。
幼
に
し
て
聡
敏

な
か
っ
た
か
ら
、
ご
十
畿
の
時
金
制
仰
に
赴
き
、
林
敬
一
線
鶴
を
好
み
、
少
時
江
戸
に
役
し
て
山
本
北
山
の
門

の
門
に
嬰
び
、
=
一
年
を
綬
て
踊
っ
た
。
然
る
に
サ
宏
一
に
入
っ
た
が
、
北
山
は
之
を
縛
し
て
君
子
人
と
静
し

歳
の
時
脚
疾
を
態
ひ
、
且
つ
遊
壌
の
志
倭
切
で
あ
っ
工
ん
。
明
和
七
年
家
督
を
襲
ぎ
、
前
回
利
道
・
利
勝
に

た
震
、
京
都
に
出
で
、
郵
人
吉
国
公
均
の
家
に
同
一
仕
へ
、
宛
政
十
二
年
名
を
也
と
殴
め
、
文
化
九
年
致

し
、
治
を
関
留
日
野
揃
粛
に
諦
ふ
の
傍
、
強
を
質
名
一
仕
、
十
年
六
用
品
u
五
日
六
十
六
歳
で
夜
し
た
。
組
山

海
屋
に
執
り
、
叉
梁
川
虫
館
・
池
内
陶
腕
等
を
紡
ひ
、
一
銭
抱
・
刑
法
原
始
録
の
箸
が
あ
る
。

一
年
に
し
て
徳
え
て
郷
に
踊
っ
た
が
、
匠
気
人
を
凌
一
ヒ
ガ
シ
グ
チ
東
口
江
泊
郡
湖
ヶ
原
の
内
の
小

ぐ
を
以
て
時
濯
の
震
に
排
せ
ら
れ
て
用
ひ
ら
れ
ず
、
一
字
。

嘉
永
六
年
四
十
一
践
で
初
め
て
滞
感
の
助
教
に
任
ぜ
一
ヒ
ガ
シ
ゴ
ゼ
ン
東
御
前
前
附
随
棋
の
夫
人
有

ら
れ
た
。
次
い
で
安
政
中
江
戸
に
遊
び
、
安
積
艮
蔚
一
馬
氏
を
指
し
て
東
御
前
と
い
う
た
。
陵
町
事
の
東
御
居

に
従
ひ
、
羽
食
謹
翁
・
大
槻
確
認
・
大
沼
枕
山
・
熔
様
一
宅
に
跨
た
か
ら
で
あ
る
。

毅
堂
等
と
交
、
明
治
維
新
の
後
務
の
議
事
役
・
曾
ヒ
ガ
シ
ゴ
ボ
ウ
マ
チ

』り

計
主
司
等
に
任
ぜ
ら
れ
、
政
治
綬
梼
・
殖
産
興
業
の

事
一
と
し
て
奥
ら
ぬ
は
な
か
っ
た
が
、
三
年
三
月
滞

麗
改
革
の
議
の
あ
っ
た
時
、
そ
の
意
見
容
れ
ら
れ
ざ

る
を
以
て
、
朗
日
柴
山
の
湖
昨
に
徒
り
、
持
蛾
醤
酪

F
I
A
-
-
1
i
い

d 
ヒ
ガ
シ
オ
ホ
ノ
東
大
野
鳳
至
郡
下
町
野
郷
の

大
野
は
、
明
治
中
に
歪
り
東
大
野
と
改
稿
し
た
。

ヒ
ガ
シ
オ
ホ
マ
チ
東
大
町
鳳
至
郡
本
郷
に
毘

し
、
も
と
大
町
と
い
う
た
が
、
明
治
中
東
大
町
と
殴

包
力

東
御
坊
町

金
制
仰
の
萄
町

名
。
元
機
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
東
御
坊

町
と
あ
る
。
此
の
町
内
は
東
本
願
寺
末
寺
の
前
で
あ

っ
た
L
め
、
俗
に
東
末
寺
町
叉
は
末
寺
前
と
呼
ん
だ

の
を
、
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成
の
際
横
安
江
町
と

改
め
た
。

ヒ
ガ
シ
タ
マ
東
島

桑
島
〉
の
内
の
小
宰
。

ヒ
ガ
シ

y
ウ
ガ
ハ
束
相
川

稲
川
の
内
の
小
手
。

ヒ
ガ
シ
タ
カ
ヤ
マ
東
高
山
能
美
郡
白
崎
の
う

ち
市
，
瀬
の
北
方
に
在
る
山
。
高
さ
一
一
一
-
一
乱
ご
米
。
地

質
保
綴
系
。

ヒ
ガ
シ
タ
=
東
谷
国
軍
部
十
郎
原
の
内
の
小

字
。

ヒ
ガ
シ
h
F
Z

ウ
チ
イ
シ
東
谷
内
右
羽
咋
郡
大

縞
寺
か
ら
産
す
る
石
封
。
殆
ど
陶
土
化
し
た
石
英
組

商
岩
質
凝
扱
岩
で
・
、
灰
白
色
を
呈
し
、
硬
く
し
て
脆

、。、M

ヒ
ガ
シ
タ
フ
ダ
束
任
田
能
美
郡
板
津
郷
に
路

ず
る
部
帯
。

ヒ
ガ
シ
ナ
カ
ノ
タ
=
束
中
谷
パ
げ
り
ナ
ヵ
鳳

至
郡
諸
橋
郷
に
臆
す
る
中
谷
は
、
明
治
に
去
っ
て
束

中
谷
と
股
め
ら
れ
た
。

ヒ
ガ
シ
ナ
カ
ヲ
束
中
尾
蹴
軍
部
河
原
町
郷
に

臆
す
る
申
隠
を
、
明
治
中
に
京
り
束
中
尾
と
改
稿
し

た。

能
奨
郡
白
山
下
の
島
ハ
今

ヒ
M
H

・ン

ヅ
ウ
ゴ
タ

石
川
郡

ヒ
ガ
シ
ノ
東
野
羽
咋
郡
押
水
中
庄
に
臨
す
る

部
務
。
北
陸
七
闘
志
な
ど
に
苔
袈
野
と
あ
っ
て
、
も

と
ア
グ
マ
ノ
と
唱
へ
た
の
を
、
後
世
ヒ
ガ
Y
ノ
に
轄

じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

ヒ
ガ
シ
ノ
オ
ン
カ
タ
東
ノ
御
方
前
悶
利
家
の

夫
人
を
い
号
た
。
金
棒
城
東
，
丸
に
民
館
し
た
か
ら

で
あ
る
。
麗
長
ご
年
大
覚
寺
宮
空
険
法
親
王
の
鉱
に

成
る
白
山
路
時
紳
祉
の
額
の
裏
書
に
、
『
笛
社
再
興
加

賀
大
納
言
鑓
宮
朝
臣
利
家
卿
・
開
策
御
方
矯
子
孫
紫

策
也
。
』
と
い
ふ
も
の
即
ち
是
で
あ
る
。
甫
賂
太
閤
記

慶
長
三
年
限
醐
御
花
見
御
輿
次
第
に
『
六
番
東
御
方

六
九
五


